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  東北大学工学部助教授    1987年～1983年 
  在外研究員（米国オハイオ州立大学 ）  1992年～1993年 
  東北大学工学部教授    1993年～1997年 
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副委員長 
2000 International Symposium on Antennas and Propagation (ISAP 2000) 実行委員会副委員長
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電子情報通信学会通信ソサイエティ論文賞 2006年 
ISAP 2008 Best Paper Award   2008年 
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 基盤技術研究促進センター技術評価委員会専門委員 1988年～1991年 
東北電力㈱総合研修センター専門部講師   1993年～2011年 
 宇宙開発事業団客員開発部員    1995年～2000年 
 仙台市科学館仙台市児童生徒理科作品展審査員  1994年～2002年 
東北マルチメディア・アプリケーション技術開発推進協議会 
地上デジタル実験部会長    1998年～2003年 
通信・放送機構東北地上デジタル放送研究開発支援センタ  ー
公募利用審査委員長     1999年～2003年 
通信・放送機構仙台EMCリサーチセンタープロジェクト  
サブリーダ  ー     2000年～2005年 
東北受信環境クリーン協議会長   2001年～2013年 
仙台市環境影響評価審査会委員   2001年～2003年 
財団法人国際コミュニケーション基金審査委員  2001年～2006年 
YRP情報通信技術研修（株式会社横須賀テレコムリサーチパーク） 
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